「生活単元学習」学習指導案
沖縄県立総合教育センター　ICT教育研修　検証授業⑤（公開）
日　　　時：平成29年11月30日(木)
３校時(10：40～11：25)

場　　　所：小学部４年２組教室
対　　　象：小学部４年２組　　　 

（担当児童、男子３名)

授　業　者：小渡　晋二郎　　   
　 

１　単元名：「自分の思いや考えを伝え合い、街づくりをしよう」
（マインクラフトを題材にした授業を通して）
２　単元について
　(１) 児童観
　　担当の男児３名は、言葉でのコミュニケーションが可能で、昨日の出来事や今日の朝ごはん等を言葉でやりとりができる。３名ともiPadを使った学習に興味があり、カメラを使って好きな場所を撮影したり、写真を見せながら発表したりすることができる。３名は、興味のある話題だと言葉でのコミュニケーションが活発になるが、友達同士での会話だとすぐに終わってしまったり、教師を介してのものが多かったりする。
　(２) 教材観
　　本単元はマインクラフトの協力プレイを通して、児童同士のやりとりと、できた作品を発表することに重点を置いて指導する。マインクラフトとはサンドボックス型のものづくりゲームで、砂場のように自由に作ったり壊したりすることができる。A児はこのゲームが得意で、家庭で母親のスマートフォンで楽しんでいる。B児とC児も学級でマインクラフトの動画を見て楽しんでいる。マインクラフトは友達との協力プレイができて、いっしょに作品を作ることができる。３名で相談しながら製作する場面を設定することで、児童同士のコミュニケーションを活発にしていきたい。
　(３) 指導観
　　マインクラフトでの活動と、できあがった作品の発表会を一つの単元として、生活単元学習として取り組む。国語の「聞く・話す」項目から、友達や教師の話を聞いて内容がわかることや、自分の思いを話すことを目標とする。また、算数の「数量の基礎・数と計算」の初歩的な数の概念を理解し、簡単な計算をするから、数を数えてブロックを積み上げたり、並べたりすることで建物を作ることを目標とする。さらに、自立活動の項目「人間関係の形成」から「(3)自己の理解と行動の調整に関すること」と、「コミュニケーション」の「(5)状況に応じたコミュニケーション」に関することから、マインクラフトの活動を通して、操作の仕方を教えあったり、作りたいものを相談したりすることで、友達との相互のコミュニケーションを増やしていきたい。また、友達といっしょに活動することで、チームワークの大切さを感じさせ、友達同士の良好な人間関係を築かせたい。３名が興味関心のある題材を授業に使うことで、友達同士のコミュニケーションが増えるのではないかと考える。A児が得意な題材なので、友達から質問されたり、友達に教えたりすることで自分の得意なことに気づいたり、友達の良いところに気づくことを願う。B児とC児は、友達の得意なことに気づくこと、わからないことを質問や依頼する場面を設定し協力依頼をすることができるようにする。また、３名での協力プレイでは、相談して作品を作ることで、自分の思いを伝え合うことができるようにしたい。
３　指導計画
	次
	時
	学習項目・内容
	評価項目

	第一次
	１
	・マインクラフトの説明を聞く。
・マインクラフトを操作してみる。
・わからないことは教師や友達に聞く。
	・説明を聞く。
・簡単な操作ができる。
・教師や友達に聞く。

	
	２
	・好きなブロックを並べてみる。
・わからないことは教師や友達に聞く。
	・簡単な操作ができる。
・教師や友達に聞く。

	
	３
	・友達と何を作りたいか伝え合う。
・３名で簡単な建物を建てる。
	・友達の話を聞いて、返答がでる。
・ブロックを並べて制作できる。

	
	４
	・学校周辺の建物を観察する。
・気になった建物について写真を見ながら話し合う。
	・建物の特徴に気づく。
・自分の考えを言ったり、友達の考えを聞いたりできる。

	
	５

	・友達と何を作りたいか伝え合う。
・身近な建物の写真を見ながら制作する。
	・友達の話を聞いて、返答がでる。
・建物の特徴に気づき、制作できる。

	
	６
	・友達と何を作りたいか伝え合う。
・３人で相談して役割を決めて制作する。
	・友達の話を聞いて、返答ができる。
・３人で協力して制作できる。

	
	７
	・他に作りたい建物はないか伝え合う。
・３人で相談して役割を決めて制作する。
	・友達の話を聞いて、返答ができる。
・３人で協力して制作できる。

	
	８
	・制作した建物を友達同士発表する。
・教師や友達への発表の仕方を話し合う。
	・友達に発表したり、発表を聞いたりできる。
・発表の方法を話し合うことができる。

	第二次
	９
	・制作した街の発表を練習する。
・校長先生に制作した街の発表会をする。
	・工夫した点を言葉で説明する。
・３人で協力して発表する。

	
	10
	・クラスの友達に街の発表をする。
・学級で振り返り、発表会をしての感想を言う。
	・３人で協力して発表する。
・自分の考えを話し合うことができる。


５　本時の目標（第５時）
（１）友達と話し合い、マインクラフトで作りたい建物を考えることができる。
（２）作った作品を友達同士で発表し合うことができる。
６　準備
iPad３台、AppleTV、大型モニター、振り返りシート
７　本時の展開（第５時）
	時
	学習内容と
児童の活動
	・児童の活動予想　→教師の配慮
	教師の支援及び留意点
	評価

	
	
	Ａ児
	Ｂ児
	Ｃ児
	
	

	導入
	・前時の確認と今日の授業の確認
	・今日は何が目標なのか、期待している。
→今日の目標を確認するため、振り返りシートを使う。
	・自分の作りたいものを言う。
→児童の発言を拾いながら、本時の目標を伝える。
	・友達の話を聞いて、早くiPadを触りたがる。
→まずは話を聞くことを伝える。
	・今日やることを、大型モニターを使ってわかりやすく伝える。
	・静かに席について話を聞くことができる。

	展開①
	・前時で撮ってきた写真と友達と話し合って決めた作りたい建物から、本時で作るものを決める。
	・一人で難しい建物を作りたがる。
→友達と相談して決めることを伝える。
	・自分の作りたい建物を優先させようとする。
→友達と相談して決めることを伝える。
	・友達の話を聞いている。
→教師が質問して、Ｃ児の意見を聞く。
	・なるべく見守りながら、友達同士の会話が活発になるように、言葉かけをする。
	・友達と話し合って、作る建物を考えることができる。

	展開②
	・友達と相談しながら、作る場所やブロックの種類を決め、協力プレイをする。
	・一人で作業を進めて、制作を先に進んでしまう。
→友達に操作やブロックの場所を教えるように依頼する。
	・画面に集中して操作をしている。
→途中、操作を止めて、友達の様子も見てみるように伝える。
	・操作がわからないところを質問する。
→得意なＡ児に聞くように伝える。
	・途中、少し活動を止めながら話し合いの場を作る。
	・友達と相談しながら協力プレイができる。

	展開③
	・本時で作った部分を友達と教師に発表する。
	・ブロックの種類など、専門用語を使って発表する。
→友達や教師がわかりやすい言葉で発表するように伝える。
	・うまく言葉で説明できない。
→どこを工夫したのか、質問しながら聞く。
	・短い言葉で発表する。
→どこを工夫したのか、質問しながら聞く。
	・友達の発表を聞くときの態度を伝えることや、聞いた後に拍手をするように促す。
	・制作した部分を友達や教師に発表することができる。

	まとめ
	・今日の授業について、振り返りシートを記入して振り返る。
	・振り返りシートに絵を描いて待っている。
→次回の授業で作りたいものを聞いて、考えてもらう。
	・振り返りシートの記入に時間がかかる。
→教師が質問したり、平仮名を示したりして支援する。
	・短い言葉で振り返りシートを記入する。
→他に感想はないか聞いてみる。
	・本時の振り返りを文字で残すようにする。Ｂ児を傍で支援する。
	・振り返りシートを記入して、本時の授業を振り返ることができる。


８　評価

（１）友達と話し合い、マインクラフトで作りたい建物を考えることができたか。

（２）作った作品を友達同士で発表し合うことができたか。
９　教室配置図
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